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NPO渉 人 日本健康事十促進協会は、「人の健康は病気の予防に始 ま  ′

r  り、地球の代康 は環境の保仝による」 を基本理念 としています。

終合的 な健康 の維持・増進 。口復 をテーマに したセ ミナーや

フォーラムの開催、 スポーッを過 じた帝少年の健仝育成のバ ック

'   
アップ、地域の市民活動団体 とのネットワーク作 りを行います。 ま

 ヽ  た代京関連煮材の医学的研究のバ ックアップも行います。

 ヽ   これらの活動 を重 して「人」個々の健康促進 をサポー トし、九実

|  した人生 を送れるような生活環境 を作 り上げることに寄与すること

1  を目的とします。

:  当協会に対す る各種 お問い合わせ 。ご要望等がございました ら

kl  e― maililimukyoku@,hpps,o rgま て'、  ご逹糸各く ださにヽ6

と、 泉京都中央区日本椿横山町7-17-801

重t     WWW、 キh pps、 org

(1)健康・予防医学に関する新技術の基礎データ・臨床データ取得の受託事業
(2)健康・ラ防医学と健康維持・環境保全に関する語演会・フォーラム・セミナー・イベント等の開催事業
(3)健康・予防医学と健康維持・環境保全に関する素材・製品・機器・技術の調査・研究事業とその成果の認定及ぴ紹介・提供事業
(4)健康・予防医学と健康維持・環境保全に関する素材・製品 。欄陽・技術の認定事業および紹介・提供事業
(5)自律訓練法を基にしたメンタルトレーニングシステム (MTS)の構築とトレーナーの育成・認定事業
(6)MTSによるMTを基にした青少年・社会人に対する各種スポーツ指導を通した青少年の健全育成事業
(7)健康・予防医学 。健康維持・環境保全と自律訓練法を基にしたMTS構築の各事業に関する、国内外の情報収集活動事業
(3)健康・予防医学・健康維持 。環境保全と自律訓練法を基にしたMTS構築の各事業に関する、国内外の団体・個人への研究会

・勉強会を中心とした協賛・提携・参加等に基づく情報交換事業と人材交流事業
(9)ホームベージの開設運営・出版物の発行等による普及啓蒙事業
(10)その他、協会の目的を達成する為に必要な事業

会 長

(4)正会員

入会金

年会費

(2)賛助会

する個人
,入会金

年会費

(3)準会員

・入会金

年会費

協会の目的に賛同して入会する個人 団体

個人 40,000円 団体 400,000円

イ固人 40,000円 団体 400,000円

員 協会の目的に賛同し、賛助するために入会

団体

イ固人 40,OOO円  団体 400,000円

イ固人 40,000円  団体 400,000円

協会の目的に賛同して入会した個人

個人のみ 5,000円

個人のみ 5,000円

機関誌/年 4回発行 :当協会推奨品に関わる研究推移状

況 ・学会発表内容 新製品案内や、関連フォーラム 関

連コンサー トのご案内、健康コラムを掲載

*正会員 賛助会員の方は、当協会ホームページにアクセ

スし会員番号を入力して頂くと、機関誌にプラスした内

容や発行前の新内容を、2週間程早くご覧頂けます。

*正会員 賛助会員の方が、当協会ホームページに紹介す

る指定企業の指定製品をご購入される場合 、協会から40
～200/Oの 購入援助金を支給、もしくは企業から害」り引き

購入して頂けます。準会員の方がご購入を希望される場

合は、ご紹介のみさせて頂きます。
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固定観念から脱却した人生を

私は長年 、実践的かつ日本的 リスク・マネージメン

トの構築を研究しています。そうしたリスク・マネー

ジメン トの立場から、人間が等しく人生に求めている

ものを集約してみますと、①身の安全の確立、②健康の

維持、③経済的安定 (身分相耐 になると考えられます。

この中でも何が最も重要にして基本であるかといえ

ば、私は健康問題であると考えます。

WHO(世界保険機構)で |よ 、健康の定義として、①肉

体面でのフィジカル・フィットネス、②精神面でのメ

ンタル・フィットネス、③社会的健康であるソーシャ

ル・フィットネスの 3つ を挙げています。これは自分

の仕事、或いは日常生活を通じ、世のため人のために

役立とうとする気分、意欲が旺盛である状態です。

企業、グループ、家庭、個人など、ある目的を果た

す上で、その行動 |よ 全て人間が行います。その人間

が、肉体的、精神 (意識)的に何らかの問題を抱えてい

たとしたら、物事は決して円滑には進みませんし、倉」

造力も生まれて来ません。

現在、私達の日常生活は、近代科学とそれに伴う技

術の発展にどっぷりと浸かり、その思恵のうとに成り

立っています。確かに便利な世の中です。しかし、果

たしてそれで幸せなのかどうか……疑わしいのではな

いでしょうか。

生きることの喜び、幸福感よりも、むしろ虚しさを感

じている人のほうが増えてい諜す。

現代文明における地球環境の破壊 、病気の増加は、

私達自らが造 り出しています。だからこそ、私達一人

一人が 、人間の持っている本来性としての能力 (=脳

力)を活性化し、自身の知恵で健康にならなければなら

ない時期に来ているのです。

その為には、これ迄の

常識 (常識とは、集団が共

有する固定観念でしかな

い)的な考えを一旦意識

からはず (或い|ょ 0に)し

て、多次元的思者、相関

的かつ長期的思考もしく

は行動へ前進しようとす

る意識改革が必要です。

そして自然とヒト、モ

ノとの調和を図 りなが

ら、本当の生きた知恵を出して、人生の舵取りをして行

きたいものです。

日本健康事業促進協会で|よ 、このようなリスク・マ

ネージメントの概念も取り込み、①精神の健康 lb)②

経済の健康 (技)③肉体の健康 (体)を考えて行きたい

と思っています。

日本健康事業促進協会 理事長 山崎敏光

健康セミナー
「

え ? ベータ・

ベータ・カロチンの効果

β・カロチンは、ビタミンAの前駆体です (図 1)。 この

β・カロチンには、ガン予防作用があるとされて、随分評

判になりました。

しかしそれは、β・カロチンでのものを研究した結果と

して、ガン予防効果が確認されている訳ではないことは、

意タトに知られていません。

テレビや雑誌の健康情報に誘われて、単に「β・カロチ

ンには、ガン予防作用がある」と言うフレーズだけが、先

行しています。

そもそもこれは、世界中の民族の食生活をアンケートし

た結果なのです。

「ガンを予防するのではなかろうか」

カロデンが癌を促進する? ⑦ゴ

生理学博士 橋 本 政 和

が、例えば日本では緑黄色野菜であり、その他の国では人

参であったり、あるいは濃緑野菜であったりした結果とし

て、その共通項として……つまり全てに共通して含まれて

いる成分としてピックアップされたのが、β ,カ ロチン

だつたのです。

確かに研究の結果、β・カロチン摂取量の少ない人は、

多い人に比べて 4.5～ 2倍ガンにかかっています。

ではβ・カロチン|よ 、どのようにして生体に影響してい

るのでしょうか。

まず第一にビタミンA類は、ガンのような未熟な状態に

ある細胞を、正常な状態にするのに必要な物質です。この

作用を「分化」と言います。
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貝・推と 第二に、ビタミン C、 ビタミン Eと同じく、抗酸化作用



があります。活性酸素の分解です。

この活性酸素が、人の老化や病気の誘因に関係している

ことは、ずいぶん知られています。

活性酸素

活性酸素は、何が何でも身体に悪い訳ではありません。

これもまた、コレステロールと同じように、間違って理

解している方が多いようです (コ レステロールについては、

改めて掲載します)。

さて、そもそも活性酸素は、体内に侵入したウイルスな

どを攻撃して、排除してくれるものです。さらに、身体に

ある様々な物質を、酸化して分解し、エネルギーに変換し

ます。

ブ ドー糖などは、それを構成する電写が取り除かれるこ

とで分解されます。

つまり酸化と言うのは、酸素が結合するのではなく、電

テ (e―)が取り除かれることです。

しかし反面、強い酸化力を持ちます。

通常であれば活性酸素は、水素イオンと結合して水に

なって体外に排泄されるものです。ただ排泄されてくれれ

ば良いのですが、そのラインから外れてしまう活性酸素が

稀にあります。これが、身体を酸化、つまり錆び付かせて

行きます。

通常であっても、呼吸によって酸素を取り込むと、その

2～ 5%ほどは、水になる前に活性酸素になってしまいま

す。そして身体の様々な構成を酸化して、破壊します。

これを、酸化ストレスと呼びます。

例えtぎ細胞膜が酸化されると、栄養素や老廃物が、膜を

出入りできなくなってしまいます。こうなると細胞|よ劣化

しますから、死んでしまいます。

脳細胞が酸化されて死減すれば、アルツハイマー型痴果

症です。

筋肉細胞の中にあるミトコンドリアは、エネルギーを産

生します。このミトコンドリアが酸化されると、エネル

ギーが不足して、運動がうまくできなくなります。

活性酸素が不飽和脂肪酸と反応すると、過酸化脂質にな

ります。白内障やアトピー性皮膚べ、コレステロールの増

加になります。

コレステロール|よ 、酸化されると血管壁にある細胞 (マ

クロファージ)に取り込まれます。そして血管壁は固くなり

ます。動脈硬化です。

DNAが酸化すると、細胞分裂の調整ができなくなって、

細胞は分裂を繰り返すようになります。異常増殖ですね。

ガンです。

生きていると言うことは、身体の成分が次第に錆ぴ (酸

化し)て行くことです。これが、老化です。

五十肩など、身体が錆びた典型的な症状です。

こうした活性酸素を、我々の体内に存在するグルタチオ

ンやSODが 、変化させて水にしてしまいます。NADPと

いう物質は、酸化された膜成介等を還元します。

これらと同様に、β・カロチンやビタミン C、 ビタミン

Eは 、抗酸化物質として活性酸素を水に変えたり、酸化さ

れた物質を還元する働きをします。

こうした作用があることから、これらはガンの予防だけ

でなく、生体の様々な欠陥、障害に対して有効だと考えら

れた訳です。いわゆる、「生活習慣病のラ防に有効である」

とされたのです。

しかし……… (以下、次号②に続く)
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図 1 ベータ・力ロチン
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y¥平石フォーラム
2005年 3月 12日 (土)/於 :日本橋公会堂
主催 :特定非営利法人日本健康事十促進協会 ニ ルpan μea″力ρ′οデeCナ ρ′οtt οナ,οβ 5ο c,cナ/―
協 賛 :NpO法 人

rく (み 21/株 式会社 ス パ ィ ラ ル ・ マ ネ ー ジ メ ン ト・ サ ボ ー ト /株 式会社 7射 ― エ ル グ /セ ン

トブルー/株式会社レクレオetc、

今回の健康フォーラム|よ 、①B乍今非常に問題に

なっているストレスについて、意のコントロー

ル・テクニックとして自律訓練法の応用の実際と、

②医薬品に頼らない代替医療素材の応用と先端研

究の現状、③改定になり販売現場として充分に認

識しなければならない、特定商取SI法 。訪問販売

法・医師法・薬事法に関わる、販売現場での湛意点、

の3つに焦点をあてて開催します。

またフォーラム参カロ者の、肉体的・経済的健康を

サポートできる企業のみに、協賛として展示紹介参

カロを8乎ぴ掛けました。

是非、御参;

一 ― 展 示 ブー ス協力企業 ご案内 一 ―

● NPO法人たくみ21/身障者介護品の提案

●株式会社スパィラル・マネージメン ト・サポー ト/記
帳代行、決算業務支援

● 株式会社フォ_ェルズ/荷花掌、玉連花

●セン トブルー/体内年令 (港性酸素汚染)検査 、

DNA検査 (生適習慣病発症因子確認)

● 株式会社レクシオ/PRO∪ S ONグッズ

O NPO法人日本健康事業促進協会/当 日講師 橋本先生

の「新版 ・元気/DVD付 き」サイン本受け付け、

即売会 (1冊 4,800円 を4,OOO円 で頒布します)

● 他

――お問い合わせ――

緬引剖激 日本健康事業憚准協会
Tel.00-36647V6

≒2郎
10:00開場   10:30開会

10:40～ 11:40:メン

'ル
・へ″ ～スト男仲 ョント打―/p～

上海復旦大学医学院 中華薬物研究室 客員研究員/生理学博士 橋 本 政和

13:10～ 14:10:■寓医願牲         時特に用配樹伽物働郎押的脇籾鳴～
日本大学 総合科学研究所 教授/獣医学博士 木 村  準

14:40～ 15:40:      ,1閉嘲臣癒餅・麿鞠閣卜』

“

職岳た嗣砂る.Д腕明町朔
弁護士 本 野  仁

公会堂入り口

日本橋公会堂 (日 本橋区民センター内)

東京都中央区日本橋蛎殻町 1-31-1


